
ストレングスモデルシートを活用した展開方法
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④サービス・担当者①「できていないこ
と」に何があるか

②どうすれば、さ
らに良くなるか ③課題(ニーズ)

利用者の真の二―

ズ (リアルニーズ ,

コラム参照)を利用

者の言葉で書こう !

利用者とあなた

の協働プロセス

で導き出します。

フォーマルロイン
フォーマルにこだ

わらず、柔軟な発
想で考えよう !

可能性のある対
応策を具体的に

挙げてみよう :

あなたの「発想
や創造性」が

間われます。

利用者の生活全般
をイメージして、具
体的に洗い出して
みよう :

あなたの「気づき
や感性」が 問わ
れます。


